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西
田
晃
著
(
校
友
)
「
人
問
と
は
何
か
」
大

阪
・
創
元
社
、
 
A
5
判
三
八
ヘ
ー
ジ
定
価

一
八
0
円

本
書
は
高
校
生
の
九
め
に
書
か
れ
た
新
し
い
聖

書
科
の
テ
キ
ス
ト
で
す
。
同
時
に
キ
リ
ス
ト
に
あ

る
生
を
い
き
い
き
と
語
り
か
け
る
優
れ
九
キ
リ
ス

ト
教
入
門
書
で
も
あ
り
ま
す
。

お
そ
ら
く
十
年
ぱ
か
り
前
か
ら
、
梅
花
裏
の

聖
書
の
時
閻
に
用
い
ら
れ
て
い
た
ガ
リ
版
刷
り
の

テ
キ
ス
ト
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

高
校
生
が
「
『
人
間
と
は
何
か
』
と
い
う
問
い

に
対
す
る
聖
書
の
答
え
を
正
し
く
理
解
す
る
」

ナ

め
に
、
「
語
り
合
い
つ
つ
学
び
」
、
学
び
つ
つ
「
自

分
で
考
え
る
」
の
を
待
つ
と
い
っ
た
姿
勢
で
書
か

れ
て
い
ま
す
。
豊
富
な
内
容
が
消
化
不
良
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
随
所
に
バ
ズ
や
「
語
り
合
い
」
を

持
つ
よ
う
に
示
唆
し
な
が
ら
、
盟
の
所
在
を
す

じ
道
を
た
て
て
正
確
に
提
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
へ
の
遵
入
に
は
『
平
家
物
語
』
『
忠

直
郷
行
状
記
」
『
路
傍
の
石
』
『
歎
異
抄
』
な
ど
が

活
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
高
校
生
が
日
常
直
面
し
、

苫
悩
し
、
投
げ
か
え
し
九
り
す
る
で
あ
ろ
う
貝
体

的
な
問
題
も
巧
み
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
な

ど
、
他
の
教
科
欝
み
ら
れ
な
い
新
準
ユ
ニ
ー

ク
な
構
成
で
す
。
馨
科
と
国
専
の
教
師
と
し

て
の
十
数
年
の
貴
靈
な
議
が
生
か
さ
れ
て
い

る
、
と
い
え
ま
し
ょ
う
0

全
体
と
し
て
は
、
救
済
史
的
な
立
場
か
ら
、
聖

書
を
「
緻
密
に
、
深
く
鋭
く
」
読
む
こ
と
を
通
し

て
、
「
<
個
人
>
と
し
て
の
人
閻
」
の
問
題
を
罪
の

深
み
か
ら
掘
り
お
こ
し
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に

よ
る
そ
の
解
決
と
、
イ
エ
ス
に
あ
っ
て
他
者
と
の

い
き
い
き
と
し
て
連
帯
に
生
き
る
新
し
い
主
体
の

倫
理
を
、
「
聖
書
に
学
ぽ
う
」
と
い
う
確
か
な
骨

格
を
も
っ
て
い
ま
す
。

全
体
は
五
部
三
玉
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
第

一
部
「
人
間
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
」
 
1
人

問
、
 
2
被
造
、
 
3
有
限
、
 
4
依
存
、
 
5
鷲
、
 
6

唯
一
、
 
7
似
像
(
創
世
記
を
手
が
か
り
に
)
。
第

二
部
「
人
間
の
問
程
の
理
解
」
 
8
問
題
、
 
9
罪

性
、
扮
禁
止
、
 
U
禽
発
、
藷
飴
、
玲
籍
(
創

世
記
を
手
が
か
り
に
)
。
讐
部
「
問
題
解
決
へ

の
道
1
主
イ
エ
ス
と
の
出
会
い
1
」
 
N
開

眼
、
巧
赦
免
、
那
豐
、
Ⅱ
求
道
玲
他
者
(
ル

力
に
よ
る
韻
口
書
を
手
が
か
り
に
)
。
第
四
部
「
問

題
の
解
決
1
他
者
へ
の
お
も
ん
ぱ
か
り
1
」

四
別
礫
、
即
自
由
、
幻
来
世
、
訟
代
岡
翌
場

N
奉
仕
(
福
音
齊
、
。
ハ
ウ
ロ
の
手
紙
、
イ
ザ
ヤ
書

を
手
が
か
り
に
)
。
第
五
部
「
解
決
さ
れ
九
人
生

1
袈
の
幸
福
論
1
」
部
多
様
、
鉛
調
和
、

釘
解
造
、
給
施
与
、
鉛
篇
、
即
喜
悦
(
福
音
書
、

ハ
ウ
ロ
の
手
紙
を
手
が
か
り
に
)
。

以
上
の
よ
う
に
三
十
章
に
纒
め
ら
れ
て
い
る
点

は
高
く
評
価
さ
れ
て
ょ
い
で
し
ょ
う
。
キ
リ
ス
ト

教
主
義
学
校
の
聖
』
科
の
授
業
が
だ
い
た
い
週
一

回
、
年
問
干
時
問
で
あ
る
か
ら
で
す
。
少
し
気

に
な
る
の
は
、
と
き
に
著
者
が
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク

で
説
得
的
な
需
に
な
る
こ
と
で
す
。
多
分
著
者

の
客
観
主
或
的
な
神
学
上
の
立
場
か
ら
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
と
は
い
っ
て
も
、
高
校
生
の
た
め

の
優
れ
た
教
科
齊
が
誠
に
少
な
い
、
同
じ
働
き
場

に
い
る
伺
大
時
代
の
同
期
生
の
一
人
と
し
て
、
こ

の
兇
を
心
か
ら
歓
迎
し
た
い
、
と
思
い
ま
す
。



最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
著
者
の
西
田
晃
氏
は

東
京
神
学
大
を
経
て
同
大
神
学
部
に
学
び
、
現
在

北
星
学
園
女
子
中
・
哥
宗
教
主
任
の
亜
責
に
あ

る
私
九
ち
の
仲
問
の
一
人
で
す
。
(
西
村
幸
郎
)

住
谷
悦
治
著
「
あ
る
こ
こ
ろ
の
歴
史
」
京
都

袋
篠
部
奨
学
金
出
版
会
、
 
A
5
判
四
六
五
ペ
ー

ジ
定
価
九
八
0
円

「
私
の
幼
き
時
代
は
焚
ウ
ォ
ル
ズ
オ
ス
の
歌
っ

た
よ
う
に
万
物
は
詣
に
充
て
り
と
の
器
の
中

に
過
ど
さ
れ
ま
し
た
」
(
三
七
頁
)

本
書
は
、
世
上
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
呼
び
声

高
い
著
者
が
、
「
過
ぎ
て
返
ら
ぬ
あ
り
し
日
の
、

か
ぎ
り
な
い
郷
愁
に
堪
え
え
ず
」
幼
な
き
日
よ
り

の
か
ず
か
ず
の
美
わ
し
き
こ
こ
ろ
の
想
い
を
「
自

主
的
に
も
の
を
考
え
は
じ
め
九
高
等
学
校
・
大
学

時
代
」
に
書
き
誌
し
九
も
の
か
ら
集
め
た
、
い
わ

ぱ
何
年
時
代
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
の
「
こ
こ
ろ

の
歴
史
」
在
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
り
ま
す
。

著
者
に
は
、
こ
の
種
の
著
作
物
と
し
て
、
す
で
に

「
私
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
「
研
究
室
の
う
ち
そ

と
」
「
同
志
社
の
一
隅
か
ら
」
の
三
冊
が
あ
り
、

本
譜
は
四
冊
目
に
当
り
ま
す
。

木
沓
の
特
色
は
、
前
三
冊
が
、
著
者
の
「
人
生

的
態
度
や
社
会
観
・
世
界
観
が
、
わ
た
く
し
な
り

に
確
立
し
た
そ
の
立
場
か
ら
」
段
れ
九
も
の
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
夢
、
幻
の
よ
う
な
特
有
の

楽
し
い
青
需
代
」
か
ら
次
第
に
、
一
目
醒
め
て
、

人
生
の
悲
惨
を
み
、
惡
者
の
横
暴
を
み
、
萪
人
の

杠
屈
を
み
、
正
誘
屏
息
在
み
」
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
学
生
的
田
類
と
訣
別
す
る
に
至
る
思
想
的
転

換
の
フ
ロ
セ
ス
を
、
在
り
し
日
の
若
者
の
県
の

ま
ま
に
再
収
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
本
占
は
、
著
者
の
い
う
「
人

生
の
終
誤
を
前
援
か
ら
ぬ
霞
の
う
ち
に
想

望
」
し
つ
つ
過
ぎ
去
っ
た
日
々
を
渓
起
す
「
佃

人
的
な
悪
の
出
版
」
と
も
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
本
書
に
は
、
「
回
程
前
進
へ
の
踏

み
板
で
あ
る
」
と
の
絵
と
、
一
人
の
良
き
「
教

育
者
」
あ
る
い
は
「
教
学
の
責
任
者
」
と
し
て
の

自
党
と
配
慮
が
行
き
わ
た
り
、
単
な
る
個
人
約
な

回
纐
趣
味
に
と
ど
ま
ら
な
い
内
容
も
、
十
分
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
良
き
教
育
者
と
し
て
、
学
生
を

愛
し
、
学
生
を
敵
に
せ
ず
、
学
生
と
対
話
を
す
る
」

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
篝
老
が
、
呪
在
到

達
し
て
い
る
向
己
の
愚
・
伝
条
を
、
一
方
的
に

学
生
Z
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
現
在
の
全

学
連
の
激
し
い
学
生
器
家
九
ち
と
ほ
ぼ
同
じ
年

齢
」
に
お
い
て
暴
し
九
こ
と
ど
も
を
、
今
一
度

ふ
り
返
り
、
学
生
と
共
通
に
対
話
す
る
場
を
見
出

そ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。

教
学
の
責
任
者
と
し
て
は
、
一
篇
「
同
嘉
と

新
島
襄
先
生
」
の
中
に
お
い
て
、
創
立
者
の
意
志

を
汲
み
創
立
に
参
加
し
九
人
々
の
「
勇
気
」
「
情

熱
」
「
理
性
」
を
受
け
つ
ぎ
発
展
さ
せ
ね
ぱ
な
ら

な
い
こ
と
を
繰
返
し
主
誓
て
い
ま
す
。

薯
者
の
人
柄
の
に
じ
み
出
た
本
書
の
今
一
つ
の

特
色
と
し
て
見
落
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
は
、

第
四
篇
の
「
忘
れ
得
ぬ
人
び
と
」
で
あ
り
ま
す
。

本
篇
の
前
半
は
、
石
川
三
四
郎
先
生
を
は
じ
め
七

名
の
師
の
お
も
か
げ
」
鴛
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
著
老
は
、
そ
の
人
格
の
中
か
ら
湧
き
出

で
る
暖
か
い
人
柄
に
ふ
れ
奮
び
を
、
み
ず
み
ず

し
験
激
の
思
い
に
溢
れ
て
書
き
誌
し
て
い
ま

す
。
後
半
は
、
「
不
遇
な
学
者
」
十
三
名
の
苦
し

み
を
向
か
ら
の
傷
み
と
し
て
綴
っ
て
い
ま
ず
。

実
に
、
木
書
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
黒
社

を
愛
し
、
何
よ
り
も
、
人
冏
を
変
す
る
著
者
の
一

貫
し
六
ヒ
ユ
】
マ
ニ
ズ
ム
が
全
篇
に
み
な
ぎ
り
、

読
む
名
に
、
新
し
符
熱
を
呼
品
ま
さ
せ
ま
す
。

(
坂
本
武
人
)
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